






























































































































































































































































































































































「折柳寄遠」を詠んでおり、楽府題「折楊柳」は、女性の「折柳寄遠」を主題とすると うことが、当時 詩人たちに 共有されていたようである。
　一方、詩中に見える「折楊柳」の曲は、やはり遠く故郷を離れた
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に用いられるのが、見送る者が楊柳を折って旅立つ人物に贈る「折柳贈別」である。先の李端「折 」以外にも 劉禹錫 楊柳枝歌九首」其七に次 ように見える。
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うに説明され きた「折柳贈別」の習俗は、盛唐期以前の詩にはいまだ広く用いら はおらず、それは中唐期以降の詩に顕著始めるものであったこと 示し得た ろう。もちろん、これ 中唐以前に「折柳贈別」の習俗が存在しなかったことを意味するわけではない。そのような習俗が古くか 存在してい 否定できないが、詩の世界において「折柳贈別」が取りあげられるようになるのは、中 期以降なのである。
　この「折柳贈別」は中唐期にはいまだ多くの用例を見出すことが
できないが、晩唐期になると詩に広く用いられるようになる。本稿では、その例を挙げて示す余裕がないので、その変化を象徴す ものとして ﹃楽府詩集﹄横吹曲辞二 「折楊柳」 末尾に挙げられる晩唐の翁綬「折楊柳」を最後 挙げておきたい。





























































「攀折」の「折楊柳」 」 ︵ ﹃中國中世文學







































































「攀折」の「折楊柳」 」 ︵ ﹃中國中世文學
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﹃岑参詩集編年箋註﹄ ︵巴蜀書社・一九九五︶は「折柳贈別」には触れず、この句は﹃春秋﹄文公十三年の「左伝」に見える繞朝策の故事を踏まえ と言う。 ﹃春秋﹄文公十三年の「左伝」に拠れば、晋は当時秦に亡命していた士会が秦軍に用いられていることを憂慮し、士会を晋 連れ戻そうと策略を設けて、士会 秦の使者として晋に送り返させよう した 士会が秦を出立する時、晋の策略に気づいていた秦の大夫の繞朝は 別れ際に士会に策︵馬




のではないであろう。「贈遠」は、李白「代贈遠」 ︵巻一八四︶に「相思ひて寄する有らんと欲するも、君の見察せざらんことを恐る」 ︵相思欲有寄、恐君不見察︶ 、また顧況「贈遠」 ︵巻二六七 に「暫く河辺に出て遠道を思ひ、却
かへつ
て窓下に来りて新鴬を聴く」 ︵暫出河邊思遠道、卻






















物であり、その活躍時期は李嘉祐と重なる。例えば、楊巨源「折楊柳」 ︵ ﹃楽府詩集﹄巻二二未収。 ﹃全唐詩﹄巻三三三の題下注に、一に「和練秀才楊柳」に作り、また一に戴
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「まえがき」ⅶ頁参照︶ 。 「折楊柳」の変化も盛唐後期から中 前期にあり、この点も今後考察すべき課題 あ 。
︵広島大学︶
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